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１．調査分析の概要 

 

 第３章第２節及び第３節における調査分析の概要を示す（表 4-1,2）。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 4-1 活動現場の状況 

表 4-2 救助活動のプロセス 
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２．今後の課題 
 

 

熊本地震において、警察では、被災地警察である熊本県警察と、他都府県から応援のため派遣された広域

緊急援助隊等が連携し、順次認知した個々の活動現場に速やかに臨場し、発災直後から長時間にわたり、時

間的・地域的な切れ目を生じさせることなく救助活動を展開することができた。また、活動現場において、現

場関係者（地域住民、家族、消防団等）の協力を受け、又は他機関（消防、自衛隊、医師等）と連携し、それ

ぞれ異なる状況に柔軟に対応して効果的な救助活動を遂行することができた。そして、熊本県警察［機動隊

等］及び広域緊急援助隊等は、事案認知後の現場臨場から救助活動終了後の転進に到るまで、平素の訓練に

より培った救助能力を最大限発揮することができた。 

しかし、課題は残る。第３章第２節（４．活動現場ごとの活動人数）で示したとおり、本震発生後には、警

察署等は少人数で現場に臨場して部隊と交代できないまま救助活動を行わざるを得なかった一方、複数の広

域緊急援助隊等が合同で活動して 30人を超える大人数になっていた活動現場もみられた。 

そこで、活動主体別の活動人数に対する感想を示す（図 4-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県警察[警察署等]は８現場のうち６現場につき「人が足りなかった」、熊本県警察[機動隊等]は 11現

場のうち７現場につき「ちょうど良かった」、そして、広域緊急援助隊等は 20 現場のうち 13現場につき「ち

ょうど良かった」、かつ７現場につき「人が多かった」との感想であった。つまり、倒壊建物の救助活動の場

合、活動人数が５人以下であれば明らかに不足を感じ、10 人以上であれば活動人数の不足を感じることはな

いものの、逆に過剰と感じることがあることが分かる。仮に、より細やかな部隊運用が可能となれば、例え

ば、南阿蘇村において、警察署員２人が要救助者２人の救助活動（事例 39）を行っていた時間帯に、その活

動現場から 100ｍ弱離れた場所で広域緊急援助隊等 32 人が要救助者１人の救助活動（事例 38）を行っていた

状況において、部隊を半分に分割して警察署員を応援することができた可能性はあった。無論、あらゆる情

報が混乱・錯綜・途絶する大規模災害の急性期に細やかな部隊運用を実現することには困難が伴う。それで

も、警察本部から被災地へ速やかに指揮支援班を派遣し、現地指揮所を設けて部隊運用を統括することなど

により、個々の活動現場の困難度に応じて、適切な人数・能力を有する部隊を配置するよう努めることが、今

後の課題である。 

また、資機材に関しては、要救助者へのアプローチに伴う破壊・排除、挟まれ・圧迫の解除、倒壊建物内か

らの搬出といった色々な局面で、現場の判断で多様な資機材を柔軟に使用していたことが明らかになったと

同時に、ノコギリ、バール、パンタグラフジャッキなど、ホームセンターで購入できるような、小型・軽量で

一般的な工具等の使用頻度が高いことも分かった。救助活動用の資機材が交番にまで必ずしも配備されてい

ない実情にあることも踏まえ、救助活動に使用できる資機材を充実させるべく努力することも、今後の課題

である。 

さらに、ヒアリングを通じ、対象事例において活動人数、資機材、救助技能の不足等が認められないにもか

かわらず長時間を要した活動現場があることが判明した。救助活動全体を①事案認知～現場到着、②現場到

着～反応確認、③反応確認～倒壊建物進入、④倒壊建物進入～要救助者接触、⑤要救助者接触～搬出開始、⑥

図 4-1 活動主体別の活動人数に対する感想（対象：39現場） 
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搬出開始～搬出完了、の６段階に分け、調査シートで作成を求めた時系列表に基づき対象事例における要救

助者 60人の所要時間を整理したところ、④及び⑤のばらつきが大きいことが分かった（表 4-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所要時間の分布を詳しくみるため、対象事例における要救助者 60人を「生存（挟まれなし）」、「生存（挟

まれあり）」及び「心肺停止」の別に、箱ひげ図で整理する（図 4-2）。箱ひげ図の一番上のひげの先の値が

最大値、一番下のひげの先が最小値を示し、また、箱部分の上端が上位から 25％の値、真ん中の線が中央値、

下端が下位から 25％の値を示している。つまり、箱部分に全体の 50％が存在することを意味するが、特に④

及び⑤は、「生存（挟まれなし）」、「生存（挟まれあり）」、「心肺停止」の順に所要時間が長くなる傾向

にある。事例が限定されるため確定的なことは言えないが、「生存（挟まれなし）」の活動現場から「心肺停

止」の活動現場に近づくほど、救助活動の困難度が上がることがうかがわれる。具体的には、④について、閉

じ込め空間が非常に狭隘・複雑となり、接触までの破壊・排除に時間を要するようになること、また、⑤につ

いて、挟まれ状況が厳しくなり、挟まれ・圧迫の解除に時間を要するようになることがうかがわれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 詳細が判明しない救助活動があるため、有効データ数が60に満たない項目が存在する。 

※ 要救助者が心肺停止であった場合、②及び③の反応確認は、概ねの位置特定と読み替える。 

表 4-3 救助活動の各段階の所要時間（対象：要救助者 60人） 

図 4-2 救助活動の各段階の所要時間（箱ひげ図） 
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倒壊建物の救助活動は①から⑥までの全てで構成され、各段階が次の段階の所要時間及び成否、ひいては

次の活動現場への転進の可否に直接に影響することから、所要時間に大きな違いが認められない①、②、③

及び⑥に関する技能や資機材であっても、今後も訓練等により維持・向上に努める必要がある。しかし、救助

活動の困難度の影響を受けやすい④及び⑤については、救助能力の向上により所要時間の短縮を図ることが

可能と考えられる。そのような視点から、要救助者へのアプローチに伴う破壊・排除や圧迫・挟まれの解除に

ついて、本調査分析の結果等を利用して訓練内容の充実強化を一層図ることが、当面の大きな課題である。 

  

３．分析結果の反映の一例 

 

 警察庁では、平成 28 年度から運用を開始した「近畿管区警察局災害警備訓練施設」を整備するに当たり、 

閉じ込め空間の救助活動を訓練するための「可変式訓練ユニット」（以下「訓練ユニット」という。）を開発

した（写真 4-1）。形を組み替えて様々な建物倒壊状況を安全かつ効率的に再現できるよう、建物倒壊のメカ

ニズムを考慮して設計されており、熊本地震発生以前は訓練企画者や指導者の経験則を基に閉じ込め空間や

挟まれ状況を再現していたが、本調査分析の過程で平成 28年度の広域緊急援助隊合同訓練が管区警察局単位

で随時実施されたことから、ヒアリング等により順次判明した事項を訓練の状況設定に反映した。 

 一例として、九州管区広域緊急援助隊合同訓練における訓練ユニットの設置例を示す（図 4-3）。訓練ユニ

ットを２段に重ねて並列に設置し、内部に天井、床面、家具、ベッド等を設置して、熊本地震において多くみ

られた閉じ込め空間を再現した。訓練に参加した広域緊急援助隊等は、この状況設定下で障害物の破壊・排

除、建物の安定化措置、挟まれ・圧迫の解除、要救助者の搬出等の一連の活動を実践した（写真 4-2,3,4,5,6）。   

また、訓練後には、外壁を取り外して内部を確認しながら振り返りを行い、反省点の共有を図った（写真 4-

7）。訓練参加者のうち熊本地震に派遣された隊員から「現場の状況と非常によく似ていて驚いた。」などの

感想が寄せられており、訓練を通じて抽出した課題を更に次の訓練へと反映することとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4-1 可変式訓練ユニット 
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写真 4-2 閉じ込め空間の状況（訓練ユニット内部） 写真 4-3 倒壊建物外からの呼び掛け状況 

写真 4-5 床面破壊排除作業の状況 写真 4-4 要救助者の挟まれ状況 

図 4-3 訓練ユニットの設置例（ダメージグレード：Ｇｄ５＋の倒壊状況を再現） 
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写真 4-6 倒壊建物内からの搬出状況 写真 4-7 訓練後の振り返りの状況 
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